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〃特集民間生涯教育事業の現状と課題

の公民館事業の具体的な運営や指針に生かすことができるかにある。
筆者らは、昭和62年に首都周辺部の中都市（埼玉県川越市、人口約29万
人，以下Ｋ市と略す）を選んで，市内の教育文化産業について事例調査を
行った。調査の方法は，有意選択によるヒアリングとした。集められた事
例は、その具体性ゆえに，統計的資料にはみられない事実のひだをとどめ、

（３）

民間教育文化事業の魅力の何ほどかを映し出すものになっている。

１．中都市の教育文化産業の特徴

大都市型の大規模な経営形態をもつ教育文化産業，いわゆる「スクール
ビジネス」は，大手の新聞社，放送局，デパート等によって経営され、力

（４）
ルチャー・センターとかコミュニティ・カレッジなどと呼称されている。
調査地域としたＫ市には大都市にあるような大手の教育文化産業はない。
地元の職業別電話帳でみると、Ｋ市で成人が参加している民間の教育文化
事業は多岐にわたっており，数もかなりのものがある。表１はＫ市内の民
間教育文化事業をその種類別にまとめたものである。表中，比較的規模が

（５）
大きく総合的な内容をもつ教育文化産業は３施設にしぼられる。それらは，
地方の百貨店の一事業部門である｢Ｍスポーツカルチャーセンター｣、専修
学校を母体とする「Ｆカルチャースクール｣，および成人のための各種の教
室をもつ「Ｋ文化学院」で．いずれも交通の要所に位置している。
いま,K市の三つの教育文化産業に共通する特徴と、新宿・池袋・青山

等の都心（大都市）型のスクールビジネスの特徴を比較すると，四つの側
面でおよその相違点がみてとれる。
第１・受講者層をみると中都市型教育文化産業では，家庭の婦人層が大

多数を占める。しかし都心型のそれでは，中都市型と同様の婦人層に加え
てビジネスコースに通う勤め帰りの男女も多く、教育事業のセールスポイ
ントにひろがりがみられる。
英会話教室の場合．都心型の施設を利用する夕方以降の受講者は学習を
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表1K市内の主な民間教育文化事業一覧

(職業別電話帳より）

領 域 種 類 例

実 務 関 係 タイプ
ワープ °ロ

自動車

Ｋタイピスト学院,Sビジネス学院

Ｋ自動車学校,T自動車教習所

家 政 関 係 料理

洋裁

和裁

編物

着付

複数

Ａ料理教室

Ｆ洋裁研究所,O洋裁教室

Ｏ和裁学院

Ｉ編み物手芸教室,M手あみ教室

Ｋ着物着付教室,Mきもの学院

Ｍあみものク､ｿキング学院,Y高等技芸女学院

文化教養関係 外国語

美術

音楽

書道

Ｋ外語学院,T英語学院

Ｆ絵画教宰

Ｋギター教室

Ｓ書道塾

趣味実技関係 手工芸

琴三味線

Ｙ七宝彫金教室,Tフラワーデザインスクール，
H<みひも学院

I琴三味線教室

体 育 関 係 水泳

複数

Ｋスイミングクラブ,Nスイミングスクール

Ｔスポーツクラブ

総 合 Ｍスポーツカルチャセンター

Ｆカルチャースクール,K文化学院
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でとり入れているところが多い。Ｆカルチャースクールの事業担当者によ
ると．人気のある社交ダンスの講座では受講生の数が多く，講師が不足ぎ
みになっている。一方，手工芸の講座では１教室に２～３人の受講生しか
集まらない場合があり、講師には交通費と食事代程度の謝礼しか払われな
い。講師の立場からすると、教育活動を通じて受講者との信頼関係がでて

くるのですぐに閉講にすることができないという。講師のなかでも収入を
得る必要を強く感じている人は担当する講座のPRに熱心で,受講者を集め
るのも概してうまい。

〈施設・設備の工夫＞
民間教育文化施設．設備の中心は，各講座が開かれる一般教室やホール

である。周辺的な施設としては，喫茶コーナーやスポーツ活動のためのシ
ャワー室・サウナ室などがある。
Ｍスポーツカルチャーセンターでは、スポーツ系の各コースのためにサ
ウナ室を設置している。それを利用しているエアロビクス受講者の一人は、
次のようにその効用を語っている。
「１枚300円のチケットで１時間のレッスンを受けられて，サウナも無料

ではいれます。化粧品とかドライアーも整っていていますから安いと思い
（８）

ます。ほかの教室だと、だいたい１時間2000円というところでしょうから。
都内ではもつと（費用が）高いところもあります。サウナの中で，みんな
はだかで１０分,２０分と入っていますからいろいろな話ができます。「じゃ今
度食事に行きましょう」という話にもなります。そういう時、幹事はだれ
と決めることはあまりないです。ここだけの|同lじ趣味をもった人の集まり
ですので，同じ学校にお子さんがいるとかいうような家庭環境を切り離し
て，お互いの家庭生活の中に入っていかないようにおつきあいしています。
そういう面で，年齢も住んでいるところもまちまちですが，楽しくやって
こられたのだと思います｡」
喫茶室や喫茶コーナーも学習活動を楽しくするためによく利用される。



８０特集民間生涯教育事業の現状と課題

民間教育文化施設の立地は，概して駅の周辺とか繁華街のことが多い。施
設内に喫茶コーナーを持たない場合でも，受講者は周辺の喫茶店や軽食店
で仲間と楽しい語らいの場を持つことができる。
民間教育文化施設の内装は、概して明るくこぎれいにできている。現在、

Ｍスポーツカルチャーセンターの講師をしている、あるヨガの教師は，約
20年間，古いつくりのビルのｌ室で教室を開いていた。いつも５人前後の
受講生しか集まらなかった。その教室が３軒となりのモダンな新築ビルに
移ると，まもなく毎日20～30人の受講生が集まるようになった。人が受講
を決意するときには，教室を実際に訪れたときの施設環境が大きく影響す
ることがわかる。民間教育文化施設には、利用者が日常生活力､らの心理的
な距離感を満足できるような，ある程度華やいだ雰囲気をもつことが期待

（９）
されているようである。

3．事業経営と当面の課題

民間教育文化事業の設立は，もともと本業として行なっていた教室経営
の規模拡大や多角化経営の一環として関連業種への新規進出によるものな
ど，その経緯はさまざまである。Ｆカルチャースクールの場合は，夕方以
降の施設利用度の高い専門学校を母体として，昼間の遊休施設の利用度を
高めて経営効率を上げるねらいで設立された。また、Ｍスポーツカルチャ
ーセンターの場合は，教育文化事業部門の収益を求める一方，百貨店本体
への集客効果やイメージアップが併せて目ざされた。
Ｍスポーツカルチャーセンターでは、事業経営者の説明によると、教育

文化事業を単独事業とみた場合，現行の受講料収入では採算点までは至っ
ていないという。事業計画では，教育文化事業としての収益に百貨店本体
への集客の貢献度を，具体的な数字になおして加え，総合的な評価を行な
っている。
集客事業として積算する場合の基本的な考え方は次のとおりである。１
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中規模都市スクールビジネスのパフォーマンス８７

ればよいというものではないというのが経営上の経験的事実であるという。
(7)Fカルチャースクールで開設されている60種目の講座について，事業担当
者に「人気講座」を列挙してもらった。

(8)１レッスン用のチケットは300円相当｡実際にはそのほかに，入会時に入会
金１万8000円，月会費350011]の費用がかかる(，

(9)事業担当者によると，教室にくる人は↑概してムードを楽しみにきている，
あるいは開放感を求めてきている,off感覚を求めてきているという。Ｍスポ
ーツカルチャーセンターでは，創設当時は託児サービスがあったが，利用者

がほとんどいなかったので中止した。受講者は，日常の子そだての態度を心
の一隅にとどめながら(on感覚で),教室に出むくことを必ずしも好まない

ようだ。
(10)民間の教室に適応し，概して満足を得ている人々に対するインタヴューな
ので．それとの対比で，公民館等の公的学習施設への評価は相対的にきびし
いものになっていると思われる。

(11)加藤雅晴「生涯教育推進の財政的基盤」１１本生涯教育学会年報第６号「生

涯教育の推進システム』1985年．５1ページ。「地域におけるこの(公的社会教
育）真筆にして地道な社会教育活動の成果が，今日の学習社会を建設しよう
とする精神的な風土を培ってきた｣。


